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〈はじめに〉

 考察の対象 とする舞踏作品は, 舞踏が発生 した

初期にあたる1950年 代後半から1960年 代に発表 さ

れた作品に限定 した。 この時期に見 られる特徴は, 

土方巽が舞踏家 として舞台で踊っていた時期であ

ること, また舞踏は未だ表現のスタイルを定着す

る前であること, さらに, 土方自身セクシュアリ

ティを強 く意識 したエロティシズムに作品の根拠

を見出そうとしていた時期である, という3点 で

ある。土方の作品はその後, 1968年 の 「土方巽 と

日本人 肉体の反乱」公演を境 として大 きく作

風が変化 している。 しか し, セクシュアリティと

ジェンダー, この二つの視点か ら考えてみると, 

この変化の根拠が, すでにこの初期の舞踏の傾向

に潜伏 していると思われる。

〈男性性の強調〉

 郷里秋田でノイエ ・タンツ系のモダンダンスを

習っていた土方が上京 し, 50年代前半に舞踊団の
一員 として舞台出演 した頃, 土方は主にジャズダ

ンスを踊っていた。そこで彼はモダンダンサーと

してデヴュー後, 及川広信作品, 武智鉄二作品, 

米山ママコ作品などに共演 して踊るが, いずれも

若い細身の男性舞踊家 として強烈な印象を与えて

いる。1959年 の 「女流アヴァンギャル ドの会」の

中で, 特に女性ダンサーとの共演 ・演出作品で, 

土方は男性性の象徴 として登場 している。堂本正

樹の 「降霊館死学」で登場 した土方を堂本は 「男

のセックスをそのまま固めたような男」 と表現 し

ている。土方は身体の硬 さ, 硬直 した美 しさに男

性的な美 しさを見出していたようで, この美学は

1968年 の 「肉体の反乱」で結晶することになる。

〈タブーの侵犯〉

 一方, 60年代初頭にかけて土方の作品では, 当

時の日本社会のタブーに触れる作品をさかんに発

表 していた。59年 の全 日本芸術舞踊協会の新人舞

踊公演で発表 した 「禁色」は, 大野慶人 との共演

だが, 長時間暗闇のままの舞台から性的行為を暗

示するような喘ぎや物音が聞こえ, 生 きた鶏を股

間で徐々に絞めてゆくというシーンなどがあつた

ため, 物議をか もした作品となった。同年発行さ

れた 「現代舞踊」>ol.7-10に は, 問題作品のタ

イトルは伏されたものの, 早速 「性(セ ックス)

舞踊について」と取 り上げられ, 評論家の江口博:, 

景安正夫, 舞踊家の山田五郎の共同執筆で, 露骨

なセックスの描写からは何 ら芸術的感動は生まれ

ない, 既成の舞踊のカテゴリーを破壊, 否定する

ものだ, と厳 しく批判 している。細江英公の映画

「へそと原爆」では, 身体の中心 にある触れては

いけない膀 と, 原爆を対比させている。また, こ

うした公演の際に美術家によって製作 されたさま

ざまな記念品には, 枕本を連想させる豆本型のプ

ログラム(池 田満寿夫), 打ち菓子の木枠で作 ら

れたエロティックな形の砂糖菓子(加 納光於)な

どの撒 き物などがあった。また, 花柳病患者や犯

罪者 も舞踏家にとっては, イメージの源泉と映る

のであった。

 これらはいずれ も性的なタブーに触れるもので

あり, 土方はそれをあえて劇場の中に侵入させた。

そのために引き起 こされる, 人々の戸惑いと拒絶, 

共感 と無視隠蔽など, 土方のDance Expehenceの

会に始 まる暗黒舞踏派は, 性的な表現をすること

が目的ではな く, タブーに触れる表現をこの時期, 

殊更に取 り入れて作品を作 っていたということに

注目したい。

〈アンドロギニュスの登場〉

 「禁色」「バ ラ色ダンス」などの作品に代表 さ

れる男色, 「半陰半陽者の昼さが りの秘儀」では

アン ドロギニュス(両 性具有)と トランスベス

ティズム(女 装癖)の ダンサーが登場する。

 土方は二十歳の頃すでに, 大野一雄の舞台を見

て強い衝撃 を受けているが, 上京後1958年 頃から

共演するようになった。1960年 の 「土方巽Dance

Experienceの 会」で, 女装 した大野に, ジャン ・

ジュネの作品に登場する男娼を踊らせ, それ以後, 

このディヴィーヌは大野の当た り役 となった。翌

年の土方のDance Experienceの会は, 「聖 ジュネと

故お京にこの小品を捧げる」と記されているが, 

このお京 とは新宿の男娼だという。

 大野 と並んで, 笠井叡によるアンドロギニュス

の舞踏 もまた60年代の舞踏を形成していることを

記 しておかなければならない。

〈最後に〉

 土方はあえてこうした身体に関わる闇の部分 に

抵触する作品を創 ることによって, これまでの, 

男性的なものと女性的なもので構成 された社会構

造に根底から疑問をなげかけている。新 しい性 を

もつ身体 をつ くりあげることによって, 身体が取

り巻かれている世界の構造を逆に明らかにしたと

いえるのではないだろうか。つまり, 男色や トラ

ンスヴェスタイト, アンドロギニュスを捏造 しな

ければ決 して見 えてこない構造である。 この土方

の布石の構図は, その後東北歌舞伎 と呼ばれる一

連の作品で実践 された変身する技術に収敏 されて

ゆ くと考えられる。(年 譜資料1点 配布)
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